
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　  年　  月　  日

　

　　　　　　　　　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 有限会社　アダチ技研

　

商品名ＤＫＲ ・不燃認定番号　NM-１６３０の製品安全性について

国土交通大臣認定品（NM-１６３０)である商品名アダチフネンＤＫＲは、平成15年7月から

施行された改正建築基準法に対応して告示されているホルムアルデヒド規制対象材料に含ま

れておりません。又、その他の揮発性有機化合物（VOC)（厚生労働省の個別物質室内濃度指

針値に示す物質）は下記の＜参考資料＞の通り含まれておりません。

記

＜参考資料＞

　　　　　1.国土交通大臣認定　　不燃材料の構造方法又は建築材料の内容

　　　　 2.製品安全データシート

　　　　　　　　1.火山性ガラス質複層板 

                          大建工業㈱　ダイライトFTL

　　　　　　　　2.接着剤  紙貼り用接着剤　㈱オーシカ　KEボンド260

　　　　　　　　　　　　　ツキ板用接着剤  ㈱オーシカ　KEボンド260

                　　　　　　　　

　　　　　3.厚生労働省の個別物質室内濃度指針値に示す物質　（VOC)



<参考資料-1>

国土交通大臣認定 (NM-1630)

認定書及び不燃材料の構造方法又は建築材料の内容



定認 圭
自

国住指第341 6号

平成 19年4月 20日

有限会社アダチ技研

代表取締役社長 齋藤 チヱ 様

国土交通大臣 冬柴

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第68条の26第1項(同法第88条第1項において準
用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第2条第九号及び同法施行令第108条の2第

一
号から第二号ま

で(不燃材料)の規定に適合するものであることを認める。

1.

記

認定番号

Mヽ-1630

認定をした構造方法又は建築材料の名称

ウレタン系樹脂塗装天然木単板張/木 質系化粧材裏張/両 面薄葉紙張アルミニウムはく張火
山性ガラス質複層板

認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてくださいっ

2.



項 目 申 請  材  料

形 状 平板

表 面 形 状
1)、2)のうち、いずれか一仕様とする

1)平滑  2 )凹 凸 (深さ 0 1 m m以下)

厚 さ lmm) 24_0‐～44+03(プ レス加工による)

か さ 比 重 125013-01

質量 (kg/ぷ) 2908～ 54_10

(別添)
1  材 料名

ウレタン系樹脂塗装天然木単板張/木 質系化粧材裏張/両 面薄葉紙張アルミニウムはく張火山性ガラス
質複層板

2 形 状および寸法等

3.材 料構成

項 目 申 請  材  料

表 面  材

,レル系樹脂塗装天然木単板
…厚さ 02剛 以下、質量 12 0 g / n■以下

構成
表面塗装 :,レル系樹脂………

天然木単板 :厚さ 0  2 m m以下、

……質量 20g / 1 n  l固)以下

質量 100 g /拭以下

表面接着剤

1 ) 1 2 )のうち、いずれか一仕様とする

1)酢酸ビエル系樹脂
…質量 40 g / 1 1 1 (固)以下 (有機質量 20 g /ポ以下)

組成 f酢酸ビニル系樹脂…………………………………50～80
(質量%) t無 機質系充てん材 (タルク、マイカ、顔料等)…20～5 0

2 )ステレンブタジエンゴム系樹脂
…質量 40 g /ボ(固)以下 (有機質量 20 g /ぷ以下)

格)て繁権塗紫業ギ岩喬聯1檎結1杵押

基   材
両面薄葉紙張アルミニウムはく張/火 山性ガラス質複層板 : Mヽ 1 2 2 0 1
…厚さ 2 0 1 1 1 n l～4 0 m m、質量 2 6 k g /百～5 1 k g /面、かさ比重 13

(別添 -1 )



日項 申 請 材 料

裏面接着剤

1)～3)のうち、いずれか一仕様とする

1)なし (裏面材 1)の 場合に限る)

2)酢酸ビエル系樹脂
…質量 40g/ボ(固)以下 (有機質量 20g/11 1以下)

組成 r酢酸ヒ
ドニル系樹脂………………………………50～80

(質量%)t無機質系充てん材リルク、マイカ、顔料等)…20～50
3 )ステ レンブタジエンゴム系樹脂
…質量 40 g /拭(固)以下 (有機質量 2 0 g /百以下)

(サ)1繁権塗紫業ギ材稀檄1檎
・
品彗
・
I瑞翠

裏 面  材

木質系化粧材 :1)～4)のうち、いずれか一仕様とする

1)なし (裏面接着剤 1)の場合に限る)

2)普通紙…厚さ 0 0 9 n l n l以下、質量 80g / 1 1 1以下

3)両面普通紙張ポ リエテレン樹脂フィルム
…厚さ 0 0 9 m m以下、質量 80g / 1 1 1以下

r普通紙 …………………質量25g/ボ以下
構成くホ

°
リエチレン樹脂フィルム…質量 30 g / 1 n以下

t普通紙 ……………・質量 25 g / 1 1 1以下

4 )天然木単板…厚さ 0 2 E I n l以下、質量 1 0 0 g /ぷ以下

4 構 造説明図 (寸法単位 i mm)

1)表 面  材

2)表面接着剤

3)基

4)裏面接着剤

5)裏 面  材

材…両面薄葉紙張アルミニウムはく張

火山性カ
ト
ラス質複層板

J
■
~

t3

t i = 0 2 以 下

[2=20～ 4017° レス加工による)

[ 3 = 0 0 9 以 下, 0 2 以 下、又はな し

[  = 2 4 ～ 4 4 1 フ
°
レス加工による)

一
　

一

『
↓
　
▼
ゥ

注意事項

本申請仕様を施工するに当たっては、所定の防火性能が損なわれないように材料端部及び日地部の

処理を適切に行 う必要がある。

( 別添 - 2 )



<参考資料-2>

製品安全データーシート

　　　　　　　　　　　　　　　1、火山性ガラス質複層板

　　　　　　　　　　　　　　　2、接着剤

　　　　　　　　　　　　　　　





製品ク
゛
ルーフ
゜
名 :ダ イライト

大建工業株式会社
MSDS整理番号 :GFTL0 001-DA

製品安全データシー ト
作成 :2006.7.1

改訂 :

1/4

1 製品及び会社情報
製品名           :ダ イライトFTL

[製品の概要]

MSDS整理番号
会社名

住 所
担当部門

電話番号

FAX番号

本製品はロックウールと火山性ガラス質発泡体を主材料とし、結合剤、

混和剤を用いて成型したものであり、不燃産業用基材として使用され

る製品である。

国土交通大臣認定 不燃材料 NM 1220
GFTL0 001-DA
大建工業株式会社

〒702-8045 岡山県岡山市海岸通25-8

ダイライ ト岡山FB事業部
086-262-1130
086-262-4596

2組 成、成分情報
単一製品・混合物の区別   :混 合物
一般名           :基 材 火山性ガラス質複層板

成分及び含有量       :

官報公示整理番号 :

CAS No
危険有害成分

ホルムアルデヒド放散等級

アスベスト含有の有無

缶

缶

鉦

告 示 対 象 外 (規制 対 象 材 料 に 該 当 し な い 。 )

毎

成分名 主要化学成分 含有率 (%)

上層 ロックウール粒状綿 Si02、  A1203、  Ca0 50

水酸化アル ミニウム粉末 Al(OH)3 24

有機系結合剤 フェノール樹脂 6

軽量骨材 Si02、  A1203 20

下層 上層と同じ組成

表面材 アル ミニウム箔複合紙 胤箔、薄葉紙

3.危険有害物の分類
最重要危険有害性

健康への有害性     :加 工作業等で粉塵を長期に多量に吸引すると有害。
環境影響

物理的及び化学的危険性  :無
特定の危険有害性    :無
分類の名称 (分類基準は該当しない。)

缶
〔

:分類基準には該当しない。



製品ク
゛
ルーフ
゜
名 :ダイライト

大建工業株式会社
MSDS壺書チ里膚ζ,テ : GFTL0 001-DA

製品安全データシー ト
作成 12006.7.1

改訂 :

2/4

4応 急措置
吸引した場合

皮膚に付着した場合

目に入つた場合

飲み込んだ場合

応急措置をする者の保護

水又は温水でうがいをし、鼻をかんで粉塵を除く。必要に応じて医師

の診断を受ける。

粉塵等が皮膚に付着した場合は、掻かずに水で十分洗い流す。必要に

応じて医師の診断を受ける。

目を擦らずに、直ちに清浄な水で 15分以上洗眼して除去する。必要
に応じて医師の診断を受ける。

うがいをする。必要に応じて医師の診断を受ける。

無

5.火災時の措置
消火剤           :水 、粉末消火剤、泡消火剤  (不燃材

´
料 )

特定の危険有害性      :無
特定の消火方法       :無
消火を行う者の保護     :無

6.漏出時の措置
人体に対する注意事項    :無
環境に対する注意事項    :無
除去方法          :加 工作業等で発生した粉塵が漏出した時は、真空掃除機で吸引するか

濡れたモップ等で拭き取る。粉塵が大量に流出した時は、散水して粉

塵飛散を防止する。

二次災害の防止策      :無

7取 扱い及び保管上の注意
取扱い           :取 り扱い時は、長袖作業衣、保護手袋 (軍手等)を着用する。

切削・切断加工する時は粉が発生するので、作業に従事している人は

防塵マスク及び保護メガネを着用する。 (なお加工を伴わない通常の

取扱いでは、吸入性の粉塵の発生は微量である。)

保管

適切な保管条件     :水 濡れ・直斜日光浴びないように、原則室内保管する。
安全な容器包装材料   :不 要

8暴 露防止及び保護措置
設備対策          :切 削・切断加工時は、局所排気装置 (集塵機等)の使用が望ましい。
管理濃度          :切 肖」・切断加工時の粉塵として、

作業環境評価基準 (労働省告示第26号・平成7年 3月 27日 )

土石、岩石、鉱物、金属又は炭素の粉塵について、

E=2.9/(0.22× Q+1)
E:管理濃度 (mg/m3)、 Q:当該粉塵の遊離珪酸含有率(%)



建工業株式会社     焉頑影響曇:話孔『乱れDA
製品安全データシート  装勢:200は 1
__             ″/―

許容濃度          :粉 塵として、

日本産業衛生学会 (2002年版):
遊離珪酸含有率 10%未満の鉱物性粉塵として、
吸引性粉塵としての許容濃度    1皿 g/m3
総粉塵としての許容濃度      4 mg/m3

ACGIH(2003年版)には混合物としての許容濃度の記載無し。
個別の成分としての許容濃度は以下の通り。

(A)ロ ックウールTin維 として :TWA l繊 維/cm3(Respirable)
(B)溶融シリカとして :TWA O.l mg/m3(Respirable)

保護具 (切削・加工切断時 )

呼吸器の保護具     :作 業環境濃度が、上記の基準を超える恐れのある場合は、防塵マスク
を着用する。防塵マスクの型式は、国家検定の取替式防塵マスク、使
い捨て式防塵マスクがあり、濃度が高い場合は取替式防塵マスクを、

濃度が比較的低い場合は使い捨て式防塵マスクを推奨する。

手の保護具       :保 護手袋の着用

眼の保護具       :ゴ ーグル、サイドシール付保護メガネの着用

皮膚及び身体の保護具  :長 袖作業衣の着用

9物 理的及び化学的性質
外観

物理的状態

形状

色

臭い

pH

物理的状態が変化する温度

融点

引火点

爆発限界

下限

上限

比重

溶解性

水

その他の溶媒

10安 定性及び反応性
安定性

反応性

避けるべき条件

避けるべき条件

危険有害分解生成物

個体

板状 (成型品 )

基材色 薄茶色
微量の特有臭 (非刺激臭 )

(粉体を水に分散させると中性を示す。 )

無

毎

毎

1.30

不溶

不溶

安定

缶

毎

強 酸 及 び 強 ア ル カ リ

鉦



大建工業株式会社      議員墨塩馨看:話孔『乱ユDA
作成 :2006.7.1

改訂 :
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製品安全データシー ト

11 有害性情報
急性毒性

局所 (皮膚・目等)影響

感作性

慢性・長期毒性

変異原性

発がん性

現在のところ情報無 し/。

(皮膚)「粉」に長時PH5接触すると肌荒れを起こす危険性がある。

(目 )「粉」が入ると目の角膜を傷付ける恐れがある。

現在のところ情報無 し。

「粉」を長期にわたり多量に吸入するとじん肺に罹る危険性がある。

現在のところ情報無 し。

製品に含まれるロックウールについては、以下の情報がある。

IARC(国 際がん研究機関):グループ 3(人に対する発がん性
については分類できない)

12環境影響情報
生態毒性

その他の生物      :現 在のところ情報無し。

13.廃棄上の注意
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、適正に処理する。

14輸 送上の注意
国連分類/国連番号     :分 類基準に該当しない。
国内規制          :無
輸送の特定の安全対策及び条件  :運 搬時の積み重ね高さは均等にする。

水濡れに注意する。

15.適用法令
労働安全衛生法 (粉じん障害防止規則 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

建築基準法  :シ ックハウス対策に係る改正建築基準法施行令第20条の5の告示対象外製品 (F☆☆☆☆ )
である。

16.その他の情報
本製品安全データシー ト (MsDS)は 、現時点で入手できる最新の資料、データに基づいて作成して
お り、新しい知見により改訂されることがあります。また、MSDS中 の注意事項は通常の取扱いを対象
にしたものです。製品使用者が特殊な取扱いをされる場合は、用途、使用法に適した安全対策を実施の上、

製品を使用して下さい。また、当社は、MSDS記 載内容について十分注意を払つていますが、その内容
を保証するものではありません。

引用文献

1)2003  ACGIH  Threshold Lilllit Value(TLVs)

2)許容濃度等の勧告(2002年度)産業衛生学会誌Vol.44,140(2002)
3)社団法人 日本化学工業協会 化学製品情報データベース





















〈参考資料-3〉

厚生労働省の個別物質室内濃度指針値




